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� いよいよスタート



22025.10

令和７年
第３回

定例会
期間

９月１日

～

９月16日

一般質問
８人登壇

議案
20件
報告
２件
発委
２件
動議
１件

P12を
ご覧ください。

令和６年度決算の主な事業と成果

Ｐ11審議結果
をご覧ください。

防災中枢機能施設整備事業
平時は公民館と学校給食センター

災害時は災害対応の拠点となる施設を整備

南小学校長寿命化改修工事
南小学校校舎の耐久性を高めて長寿命化を図るため

水道 ・電気設備の更新や防水工事等を実施

新しい公民館 ・学校給食センター

  過去最大の決算規模
【一般会計および特別会計】

歳入 歳出

一 般 会 計 ９８億８２２７万円 ９６億７２８５万円

国民健康保険
特 別 会 計

１２億９２６４万円 １２億７８１８万円

後期高齢者医療
特 別 会 計

１億９５４３万円 １億９５４３万円

介 護 保 険
特 別 会 計

１２億７７３６万円 １２億７０９７万円

学校給食事業
特 別 会 計

１億４０１３万円 １億３９８９万円

太陽光発電事業
特 別 会 計

３４５７万円 ３３０２万円

【公営企業会計】

歳入 歳出

上水道事業会計
（収益的収支）

３億１２７５万円 ２億７４５０万円

上水道事業会計
（資本的収支）

２億７７３５万円 ４億　６７２万円

下水道事業会計
（収益的収支）

４億　９３９万円 ３億９５９８万円

下水道事業会計
（資本的収支）

３億３２１９万円 ３億６０７４万円

【村の基金 （貯金） ・村債 （借金） の現在高】
※公営企業を除く。 基金は３月３１日現在

令和５年度 令和６年度

基 金 ４５億３８６６万円 ４４億２７６３万円

村 債 １８億２８１４万円 １６億６０７８万円

経常収支比率とは…「村税」や「地方交付税」などの毎年度経常的に収入される財源（経常一般財源等）が、「人件
費」や「借金の返済」などの経常的に支出する経費にどれだけ充てられるかを示す指標です。

経
常
収
支
比
率

　
経
常
一
般
財
源
等
は
前
年
度
と
比

べ
て
３
１
０
５
万
円
の
増
加
に
留
ま

り
ま
し
た
が
、
経
常
一
般
財
源
等
が

充
て
ら
れ
た
経
費
は
前
年
度
と
比
べ

て
２
億
３
９
２
６
万
円
増
加
し
た
た

め
、
令
和
６
年
度
は
96
・
７
％
と
高

い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
人
件
費

等
の
経
常
的
な
経
費
に
財
源
を
大
き

く
使
用
し
、
他
の
事
業
に
使
え
る
お

金
に
余
裕
が
な
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

経常収支比率の推移
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

87.2

91.5 91.3

96.7

84.3

87.5
89.2

榛東村

類似団体平均

特定財源 防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金
� 27億1806万円
教育施設整備基金繰入金　� １億８４５３万円

特定財源 学校施設環境改善交付金� ４７１４万円
教育施設整備基金繰入金� ７００万円
学校教育施設等整備事業債� ９５２０万円

支 出 額 29億６９７万円支 出 額 １億6048万円

※万円未満切り捨て
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支 出 額 公式LINE事業� １８４万円
汎用電子申請システム導入事業� ６５万円
議事録公開迅速化事業� ５３万円
図書ネットワーク構築事業� ４２１万円

審査意見 （抜粋）
【一般会計および特別会計】

・歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書お
よび財産に関する調書は、関係法令に適合し、計数は正確であると認めた。
本村の財政状況は、経常収支比率の高止まりを除けば、決算収支や各指
標からおおむね健全な状態にあると認められる。
・村税の収入率は99.7％で、過去最高となっている。今後、人口減少によ
る村税等の減少が見込まれ、収入（自主財源）が縮小していくと考えら
れる。
・賃金上昇、物価高騰、自然災害の影響等により、今後も支出が増加して
いくことが見込まれる。厳しい財政状況から、今後は起債（借金）によ
る財源手当を行うことを余儀なくされる状況である。
・移転・新築した公民館および学校給食センターの供用開始により、施設
のランニングコストが新たな経費として加わるため、さらに経常収支比
率の悪化が懸念される。
・公共施設の使用料や各種手数料などの受益者負担を適正水準とすること
も検討し、自主財源の確保に努められたい。
【公営企業会計】

・企業会計の決算報告書、財務諸表等は、計数は正確で、関係法令に適合し、
経営成績および財政状態を適切に表示していると認めた。
・上水道事業会計において、令和６年度の水道供給単価は１立方メートル
当たり138.07円、給水原価は135.25円で、2.82円の販売益が生じている。
しかし、年々、販売益は減少傾向にあり、今後販売損になることが見込
まれるため、水道使用料の適正な水準についても検討が必要である。

令和７年 第３回定例会

審査意見全文広報しんとう
10月号

Ｐ12・13も
ご覧ください。

令和６年度決算を認定

特定財源とは…国・県支出金、地方債、基金など、使い道が特定されている財源のことです。
一般財源とは…村税・地方交付税など、使い道が特定されず、どの事業にも自由に使える財源のこ
とです。

標準化事業
村で使用するシステムを

全国統一の標準準拠システムへ移行

デジタル化の推進

特定財源 デジタル基盤改革支援国庫補助金
� １５０２万円

特定財源 デジタル田園都市国家構想推進交付金
� ３６２万円

支 出 額 １５０２万円

しんとうくらし応援クーポン券
全村民を対象に１人あたり3000円
家計負担軽減と地域経済の活性化

見本

特定財源 新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金
� １１２２万円

支 出 額 ２３３１万円

学校給食費完全無償化
令和６年４月から、 村内小 ・中学校の

児童 ・生徒が対象
子育て世帯の経済的負担を軽減

支 出 額 ６１１２万円

特定財源 なし
（ 一般財源のみ）

石坂郁夫　代表監査委員



42025.10

災
害
時
の
備
蓄
品
の
整
備
は

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
要
望
や

�

外
側
線
の
管
理
等
の
対
応
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る

�

道
路
等
の
異
常
通
報
の
活
用
は

ふ
る
さ
と
公
園
の
利
用
促
進
は

決算審査
特別委員会

期間
９月４日

・９月５日

特
別
委
員
会
を
設
置
し
活
発
な
質
疑
応
答

令和６年度一般会計決算

能
登
半
島
地
震

の
災
害
派
遣
等

を
踏
ま
え
、
災
害
時
の
備

蓄
品
の
整
備
は
十
分
で
き

て
い
ま
す
か
。

能
登
半
島
地
震

の
応
援
に
向

か
っ
た
職
員
の
経
験
に
よ

り
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
必

要
性
が
分
か
る
な
ど
、
計

画
に
基
づ
い
て

ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
形
式
等
に

よ
る
備
蓄
品
の
整
備
を
し

て
い
ま
す
。

問答

公
園
内
に
あ
る

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

場
は
、
現
在
、
休
憩
以
外

の
利
用
が
な
い
よ
う
で
す

が
、
収
益
に
向
け
た
改
善

は
考
え
ま
し
た
か
。

ふ
る
さ
と
公
園

祭
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
の
休
憩
場
と
し
て

使
わ
れ
て
ま
す
が
、
今
後

し
っ
か
り
と
修
繕
や
点
検

を
行
い
、
借
り
た
い
方
が

い
れ
ば
、
ぜ
ひ
貸
し
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

答

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
要
望
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
交

通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
ま
し
た
か
。

現
地
で
確
認
を

取
り
、
優
先
度

を
つ
け
て
予
算
内
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
危
険

箇
所
等
に
つ
い
て
は
順
次

確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

見

え

づ
ら

く

な
っ
た
道
路
の

外
側
線
の
管
理
等
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
ま
し
た
か
。

『
止
ま
れ
』
な

ど
の
交
通
規
制

に
つ
い
て
は
村
の
所
管
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
補
助
対

象
と
な
る
外
側
線
が
薄
く

な
っ
た
と
こ
ろ
は
、
現
地

を
確
認
し
て
塗
り
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

問

問

答

答

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ

る
通
報
が
少
な

い
原
因
と
し
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
で
操
作
し
た

時
の
わ
か
り
づ
ら
さ
も
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
シ

ス
テ
ム
の
改
修
を
考
え
ま

し
た
か
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
立

ち
上
げ
た
と
き

の
下
部
に
、
他
の
ペ
ー
ジ

に
誘
導
す
る
バ
ナ
ー
が
表

示
さ
れ
ま
す
が
、
そ
ち
ら

の
改
修
の
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。
道
路
等
の
異
常
通

報
の
や
り
方
を
自
治
会
連

合
会
の
方
々
に
話
す
な

ど
、
ま
た
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
使
い
方
教
室
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
教
室
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

問答

再びにぎわう場所に期待 （ふるさと公園バーベキュー場）

 村民と歩む村 全員賛成

ローリングストック形式とはローリングストック形式とは…食品を少し多めに買い置きし、古いものから消費して、その分を買い足すことで、常
に一定量の食料を備蓄するシステムです。
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防
災
中
枢
機
能
施
設
に
係
る

�

国
か
ら
の
補
助
金
額
は

高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は

防
災
無
線
の
適
切
な
改
善
は

南
コ
ミ
の
談
話
ス
ペ
ー
ス
は

令和６年度榛東村一般会計歳入歳出決算に関する改善要望書
（決算審査特別委員会）

１　財政状況を十分考慮し、事業の検証などを行い、安定的で村民が安心して暮ら
せる財政運営を進めること。

２　職員の時間外勤務の削減と業務配分の一層の適正化及び業務改善の更なる推進
を図ること。

３　村民の福祉向上のため、しんとう温泉ふれあい館の健全な運営を村が責任を
持って支えること。

４　ふるさと納税の拡充に向け、より一層の施策を推進すること。
� 決算審査特別委員会

決算審査 特別委員会

防
災
中
枢
機
能

施
設
の
工
事
請

負
費
は
、
国
か
ら
の
補
助

金
額
の
割
合
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

建
築
工
事
・
機

械
設
備
工
事
・

電
気
設
備
工
事
に
対
し
て

75
％
で
す
が
、
令
和
５
年

度
に
補
助
金
決
定
額
の
２

割
、
令
和
６
年
度
に
８
割

が
入
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

外
構
工
事
も
対
象
金
額
の

２
割
が
令
和
６
年
度
に
入

り
、
合
計
し
て
27
億
円
で

す
。
補
助
割
合
は
対
象
金

額
の
75
％
で
す
。

南
コ
ミ
の
談
話

室
を
幼
児
向
け

図
書
室
に
変
更
し
、
幼
児

が
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で

の
談
話
室
利
用
者
へ
の
配

慮
は
さ
れ
ま
し
た
か
。

２
階
図
書
室
わ

き
に
自
由
に
使

え
る
机
と
椅
子
を
設
置
し

ま
し
た
。（
※
そ
の
後
、

南
コ
ミ
入
口
に
談
話
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
）

住
民
か
ら
若

い
方
へ
の
サ
ー

ビ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
る
の

に
、
高
齢
者
へ
の
事
業
が

少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
補
聴
器
購
入
費
補

助
の
新
規
事
業
の
ほ
か
、

そ
の
他
に
特
化
し
た
高
齢

者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
あ

り
ま
し
た
か
。

認
知
症
は
早
期

の
治
療
が
進
行

を
抑
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
健
康
寿
命
を
延

ば
せ
る
よ
う
に
、
認
知
症

に
対
す
る
診
断
の
助
成
も

新
規
事
業
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

問

問 問

答

答 答

防
災
無
線
放
送

の
聞
き
取
り
に

く
さ
の
改
善
要
望
を
昨
年

度
に
提
出
し
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
ま

し
た
か
。

多
額
の
費
用
等

を
要
す
る
た
め
、

音
の
状
況
や
現
地
等
を
確

認
し
、
更
新
を
随
時
計
画

し
て
い
く
状
況
で
す
。

問

答

改善要望書を南村長へ提出

健全で安心な財政!
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を各常任委員会へ付託

付託された議案付託された議案〈全員賛成〉〈全員賛成〉

総務産業建設常任委員会

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
３
つ
の
決
算
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
、
全
て
全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。旧 北部浄水場 新 北部浄水場

●太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定

●上水道事業会計決算の認定

●下水道事業会計決算の認定　

９９

約
３
分
の
１
が
漏
水
等

　
令
和
６
年
度
に
お
け
る
年
間
総

配

水
量
は
２
４
４
万
６
８
０
６
立
方
メ
ー

ト
ル
、
年
間
総

有
収
水
量
は
１
６
３

万
３
７
６
１
立
方
メ
ー
ト
ル
、
有
収
率

は
66
・
８
％
と
な
り
、
対
前
年
度
比
で

５
・
１
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。
有

収
率
は
、
令
和
２
年
度
の
77
・
８
％
か

ら
４
年
連
続
で
減
少
を
続
け
て
お
り
、

前
年
度
同
規
模
団
体
平
均
（
80・51
％
）

お
よ
び
第
６
次
榛
東
村
総
合
計
画
に
掲

げ
た
目
標
値
（
82
・
０
％
）
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
ま
す
。有
収
率
の
向
上
は
、

上
水
道
事
業
の
健
全
経
営
の
根
幹
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
計
画
的
に
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

水
道
の
有
収
率
と
は

　
浄
水
場
な
ど
か
ら
配
水
し
た
水
量
の

う
ち
、
実
際
に
料
金
収
入
と
な
っ
た
有

収
水
量
の
割
合
を
示
す
指
標
で
す
。
数

値
が
高
い
ほ
ど
、
水
道
事
業
の
経
営
が

効
率
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

有
収
率
が
低
い
場
合
、
漏
水
等
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

上
水
道
事
業

監
査
委
員
審
査
の
意
見

配水量とは…浄水場や配水場から村内へ送り出した水量のことです。
有収水量とは…実際に料金として徴収した水量のことです。

（千㎥） （％）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

年間総配水量 年間総有収水量 有収率

77.877.8 77.577.5

73.873.8 71.971.9

66.866.8

30

40

50

60

70

80

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
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村
の
健
康
診
断
は

国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
方

は
、
有
料
等
で
村
の
健
康
診

断
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

す
か
。

40
歳
以
上
の
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
は
、
医
療
保

険
者
が
健
康
診
断
を
行
う
責

務
が
あ
る
の
で
、
村
で
は

特
定
健
診
と
し
て
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
社
会

保
険
の
方
に
つ
い
て
は
、
一

部
で
実
施
対
象
と
し
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

園
児
給
食
は
納
入
・

�

小
中
学
校
は
無
償
化

園
児
給
食
費
お
よ
び
児
童
給

食
費
・
生
徒
給
食
費
な
ど
の

内
訳
は
、
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

園
児
給
食
費
は
保
護
者
か
ら

の
徴
収
額
、
児
童
・
生
徒
の

給
食
費
は
、
就
学
援
助
費
か

ら
の
支
給
分
で
す
。

こ
れ
ら
就
学
援
助
費
は
、
交

付
税
か
ら
戻
る
と
の
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

特
に
交
付
税
措
置
を
さ
れ
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文教厚生常任委員会

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
４
つ
の
決
算
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
、
全
て
全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。旧 学校給食センター

新学校給食センター見学スペース

新 学校給食センター

９11

学
校
給
食
事
業

国
民
健
康
保
険

問

問

問 答

答

答

付託された議案付託された議案〈全員賛成〉〈全員賛成〉

●国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

●後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

●介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

●学校給食事業特別会計歳入歳出決算の認定

令和６年度 特別会計
公営企業会計 決算

特定健診とは特定健診とは…40～74歳の村国保加入者が受けられる健診です。保健相談センターで、集団健診が
あります。後期高齢者医療保険加入者は、長寿健診の対象です。



82025.10

更新前の

Ｊアラート受信機など

仲良く給食時間 （北部こども園）

歳　　　入

普通交付税� 7762万円

子どものための教育 ・保育給付費国庫負担金

2184万円

水道事業債　� 1500万円

道路メンテナンス事業補助金� 721万円

公共事業等債　� 590万円

緊急防災減災事業債　� 450万円

財政調整基金繰入金　� ▲　1億990万円

歳　　　出

児童保育費　� 4542万円

学童保育費� 　1566万円

財政調整基金へ積み立て� 1122万円

障害者総合支援費　　� 878万円

上水道事業　� 1500万円

清水貝戸橋 ・今井大橋補修工事�　1623万円

空き家等対策補助金　� 180万円

全国瞬時警報システム受信機更新工事�1113万円

児
童
保
育
費
や

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の

受
信
機
更
新
な
ど

主な内容

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

補正
予算

令
和
７
年
度

一
般
会
計

�

（
第
５
号
）

１億4172万９千円
増 額

※万円未満切り捨て

契約
変更
南
小
学
校
長
寿
命
化

工
事
請
負
変
更
契
約

　
３
度
目
の
追
加
工
事
で
２
０
４
７
万
１
千
円
増
額
す
る
も
の
。

変
更
前
の
契
約
は
こ
ち
ら
か
ら

工事の名称 令和５年（債）南小学校長寿命化改修工事

契 約 金 額
変更前

６億3702万１千円 ➡
変更後

６億5749万２千円

契 約 の
相 手 方

前橋市下小出町１丁目１番地12
小野里工業株式会社　代表取締役社長　小野里拓也

議会だより

109号Ｐ６

議会だより

106号Ｐ７

南小学校長寿命化工事完成

令和７年９月30日で

完成しました！

動議とは…議会の会議中に、議員がその場で提案する手続きのこと。例えば「この議題を委員会に付託して審査し
てほしい」といった提案を、会議の進行中に出す場合に用いられます。採決により賛成多数となれば、その場で成
立します。
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保
育
園
・
こ
ど
も
園
へ

の
給
食
費
高
騰
補
助
の

内
訳
は
何
で
す
か
。

園
児
１
人
に
つ
き
、
１

日
40
円
を
２
４
０
日
分

各
園
へ
補
助
し
ま
す
。

令和７年 第３回定例会

こども園給食

問答 保
育
園
・
こ
ど
も
園
へ
の

�
補
助
の
内
訳
は

主な内容
補正
予算

動議

令
和
７
年
度

一
般
会
計

�

（
第
６
号
）

478万１千円
増 額

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

《
全
員
賛
成
で
成
立
》

歳　　　入
物価高騰応援重点支援地方創生臨時交付金

680万円

財政調整基金繰入金� ▲202万円

歳　　　出
保育園 ・ こども園給食費高騰分� 478万円
（財源内訳は、国の交付金440万円、一般財源37万円）

※万円未満切り捨て

不
規
則
発
言
禁
止
規
定
及

び
議
員
倫
理
要
綱
等
に
関

す
る
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

　
榛
東
村
議
会
が
秩
序
を
守
り
、
議
員
全
員
が
安
心
し
て
活
動
で

き
る
環
境
を
整
え
、
住
民
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
。

① 

不
規
則
発
言
の
禁
止
規
定
整
備

　
本
会
議
や
委
員
会
、
暫
時
休
憩
中
も
含
め
て
、
ヤ
ジ
等
の
私
語

や
威
圧
的
発
言
を
禁
止
規
定
に
整
備
す
る
こ
と
。

②  

違
反
時
の
対
応

　
違
反
が
あ
れ
ば
、
議
長
・
委
員
長
が
是
正
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
懲
罰
動
議
と
す
る
こ
と
。

③ 

相
談
窓
口
の
設
置

　
議
会
事
務
局
に
秘
密
保
持
を
徹
底
し
た
窓
口
を
設
け
、
顧
問
弁

護
士
の
助
言
を
得
ら
れ
る
体
制
を
検
討
す
る
こ
と
。

④ 

議
員
倫
理
要
網
の
制
定

　
誠
実
・
公
正
・
節
度
を
基
本
に
、
議
場
内
外
の
言
動
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
発
信
も
住
民
の
信
頼
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
定
め
る
こ
と
。

⑤ 

将
来
的
な

政
治
倫
理
条
例
の
検
討

　
重
大
な
不
適
切
行
為
に
対
応
で
き
る
よ
う
調
査
・
説
明
責
任
の

果
た
せ
る
拘
束
力
の
あ
る
条
例
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
➡

　

　

議
会
運
営
委
員
会
に
て
継
続
審
査
が
決
定

須
田　

仁
美　
　
　
　
　
　
　
　

�
 

宮
崎　

法
文

提 

出 

者

目　
　

的

協
議
事
項

　

不
規
則
発
言
禁
止
規
定
及
び
議
員
倫
理
要
綱
等
に
関
す

る

動
議
が
提
出
さ
れ
、
議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
し
審

査
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し
支
援
を
行
う
も
の
。

提
案
理
由

質
問
と
は

　

政
策
や
施
策
に
つ
い
て
、
議
員
が
執
行
部
の
考

え
を
た
だ
す
も
の
。

質
疑
と
は

　

提
出
さ
れ
た
議
案
の
疑
問
点
を
確
認
す
る
も
の
。

一
問
一
答
方
式
と
は

　

案
件
ご
と
に
疑
問
点
を
一
つ
ず
つ
取
り
上
げ
、

質
疑
や
質
問
と
答
弁
を
交
互
に
行
う
方
法
。

一
括
質
疑
と
は

　

本
会
議

（
議
場
）
で
用
い
る
方
式
。
複
数
の
疑

問
点
を
ま
と
め
て
質
疑
し
、
そ
の
後
ま
と
め
て
答
弁

を
受
け
ま
す
。
質
疑
は
一
人
３
回
ま
で
。

しんとうちゃんの

ミ ニ 用 語 解 説

政治倫理とは政治倫理とは…議員が住民からの信頼を得て活動するために守るべき道徳的な規範のことです。例
えば、公正・誠実・透明性を重んじ、不正や不適切な言動を行わないことなどが含まれます。条例
や要綱として定められる場合もあります。

賛 

成 

者

発委

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

榛
東
村
議
会

会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
の
制
定

　
質
問
は
、
同
一
議
員
に
つ
き
、
同
一
の
質
問
事
項
に
つ
い

て
５
回
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
特
に
議
長

の
許
可
を
得
た
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

令
和
７
年
３
月
改
正

　
こ
れ
ま
で
は
「
一
括
質
疑
」
に
合
わ
せ
て
、
質
問
回
数
を

制
限
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
村
の
一
般
質
問
は
「
一
問

一
答
方
式
」
で
行
っ
て
お
り
、
回
数
の
制
限
は
受
け
な
い
た

め
、
こ
の
規
定
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
10
月
１
日
よ
り
施
行
。

今
回
の
改
正

➡
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令和７年 第６回臨時会 ８月22日

《
全
員
賛
成
で
承
認
》

専決
処分

　
　
　
　
　
　

　
航
空
券
や
宿
泊
先
の
手
配
に
時
間
的
余
裕
が
無
か
っ
た
た
め
、

必
要
経
費
を

専
決
処
分
と
し
た
も
の
。

提
案
理
由

主な内容

主な予算内容

歳　　　入

歳　　　入

歳　　　出

財政調整基金繰入金

� 350万円

財政調整基金繰入金

� 2200万円

小学校整備事業

� 2200万円

全国大会出場の男子バレー部

議
案
資
料
に
２
２
０
０
万
円
の
工
事
概
要
に
つ
い
て
の

説
明
が
な
い
の
で
、
分
か
る
範
囲
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

設
計
段
階
で
の
主
な
内
容
は
、
消
火
配
管
改
修
に
伴
う

加
圧
ポ
ン
プ
の
増
設
お
よ
び
電
源
の
増
設
、
ま
た
、
既

存
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
改
修
で
す
。

今
回
の
精
算
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
以
上
の
変
更
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
以
上
の
工
事
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
財

源
の
可
能
性
や
基
金
残
高
へ
の
影
響
等
は
考
慮
し
ま
し

た
か
。

文
部
科
学
省
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
と
し
て
３

分
の
１
以
内
が
あ
て
ら
れ
、
残
額
の
90
％
は
学
校
教
育

施
設
等
整
備
事
業
債
を
充
当
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

工
事
費
の
３
分
の
１
の
補
助
が
難
し
い
こ
と
も
想
定
さ

れ
て
お
り
、
今
回
の
増
額
工
事
も
交
付
金
が
満
額
交
付

さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
財
源
を
村
の
一
般
財

源
と
し
ま
し
た
。

今
回
繰
り
入
れ
る
と
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
い
く
ら

に
な
り
ま
す
か
。

今
回
繰
り
入
れ
る
と
、
令
和
７
年
度
予
算
ベ
ー
ス
で
の

財
政
調
整
基
金
残
高
見
込
み
は
18
億
４
８
２
万
５
千
円

で
す
。

問問問問 答答答答

補正
予算

令
和
７
年
度

一
般
会
計

�

（
第
４
号
）

令
和
７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
第
３
号
）

南
小
学
校
長
寿
命
化
工
事

契
約
変
更
の
た
め
の
補
正
予
算

榛
東
中
男
子
バ
レ
ー
部
関
東
大
会
で

ベ
ス
ト
８
に
入
り
全
国
大
会
へ
出
場

2200万円
増 額

350万1千円
増 額

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

討
論

�

中
島 

議
員

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

変
更
に
疑
問

　

７
年
度
予
算
に
も
な

く
、
今
ま
で
の
点
検
等
で

指
摘
を
受
け
た
こ
と
も
な

い
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
が
必
要

に
な
る
と
い
う
こ
と
に
不

信
の
た
め
反
対
し
ま
す
。

�

生
方 

議
員

改
め
て
工
事
を

す
る
よ
り
安
い

　
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
に
つ
い

て
も
、
改
め
て
工
事
を
す

る
よ
り
も
工
事
を
し
て
い

る
つ
い
で
の
方
が
安
く
で

き
る
と
思
う
の
で
賛
成
し

ま
す
。

反
対

賛
成

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
㊗️

８
月
17
日

長
崎
県
に
て
全
国
大
会

８
月
８
日
関
東
大
会

ベ
ス
ト
８

７
月
31
日
県
大
会
優
勝

（27
年
ぶ
り
７
度
目
）

➡ ➡

歳　　　出

村長旅費� 15万円

教育長及び学校教育課長の旅費

23万円

中学生への大会等事業費補助金

297万円

※万円未満切り捨て

専決処分とは…本来は議会が決めることを、災害など緊急時や軽微な案件で首長が一時的に決定し、後に議会の承
認を受ける制度。

　
そ
の
後
、
第
３
回
定
例
会
に
て
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
劣
化
で
の

変
更
で
は
な
く
、
加
圧
ポ
ン
プ
電
源
増
設
の
た
め
の
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
改
修
で
あ
る
と
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
。

➡

　
　
請
負
変
更
契
約
の
議
案
に
は
全
員
賛
成
に
て
可
決

　
　
（
８
ペ
ー
ジ
参
照
）
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全員賛成の議案等

第6回
臨時会

承認第 ３ 号 専決処分について（令和７年度榛東村一般会計補正予算（第３号））
議案第71号 財産の取得の変更について（榛東村防災中枢機能施設整備事業　給食備品購入業務）

第３回
定例会

議案第72号
榛東村職員の育児休業等に関する条例及び榛東村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

議案第74号 令和６年度榛東村一般会計歳入歳出決算の認定について
議案第75号 令和６年度榛東村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第76号 令和６年度榛東村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第77号 令和６年度榛東村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第78号 令和６年度榛東村学校給食事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第79号 令和６年度榛東村太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第80号 令和６年度榛東村上水道事業会計決算の認定について
議案第81号 令和６年度榛東村下水道事業会計決算の認定について
議案第82号 令和７年度榛東村一般会計補正予算（第５号）
議案第83号 令和７年度榛東村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
議案第84号 令和７年度榛東村介護保険特別会計補正予算（第１号）
議案第85号 令和７年度榛東村学校給食事業特別会計補正予算（第２号）
議案第86号 令和７年度榛東村太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）
議案第87号 令和７年度榛東村上水道事業会計補正予算（第２号）
議案第88号 令和７年度榛東村下水道事業会計補正予算（第２号）
議案第89号 財産の取得の変更について（榛東村防災中枢機能施設整備事業　備品購入業務）
議案第90号 南小学校長寿命化改修工事請負変更の契約について
議案第91号 令和７年度榛東村一般会計補正予算（第６号）
発委第 6 号 榛東村議会会議規則の一部を改正する規則の制定について
発委第 7 号 令和６年度榛東村一般会計歳入歳出決算に関する改善要望書の提出について

報　　　告

第3回
定例会

報告第10号 令和６年度決算に基づく榛東村の健全化判断比率について
報告第11号 令和６年度決算に基づく榛東村の公営企業における資金不足比率について

継続審査

第3回
定例会

－ 不規則発言禁止規定及び議員倫理要綱等に関する動議

賛否の分かれた議案等

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

議決結果

新
井
佐
智
子

一
倉   

靖
子

栁
岡   

利
精

宮
崎   
法
文

浅
見      

隆

須
田   

仁
美

三
俣      

実

波
多
野
佐
和
子

中
島
由
美
子

生
方   

勇
二

善
養
寺   

孝

清
水   

健
一

第６回
臨時会

議案第70号 令和７年度榛東村一般会計補正予算（第４号） 可　決 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 ● 〇 ※　

議　
　

長

〇

第3回
定例会

議案第73号
榛東村議会議員及び榛東村長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

※議長は賛否同数のみ採決に参加します

第６回臨時会
第３回定例会 の議案等の審議結果

〇 ● 欠 退 除

… … … … …

賛

成

反

対

欠

席

退

席

除

斥
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８人が一般質問
　定例会において議員が行政全般にわたり村長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針など
について質問し、報告・説明を求めることをいいます。なお、効率的かつ充実した議会運営を行うため、あらかじ
め質問の要旨を通告することになっています。

一 般 質 問 と は

９月１日　開会初日

宮崎　法文 議員
１  自主財源と依存財源の内訳は
２  防災中枢機能施設の運営は
３  村有施設終了後の予定は

P14

中島由美子 議員
１  自治能力の向上は
２  村の行政力の向上は

P19

浅見　　　隆 議員
１  地域おこし協力隊は
２  中学校の施設整備は

P20

波多野佐和子 議員
１  上野幹線道路整備に係る予算確保は
２  災害対策は
３  猛暑に対応した教育施設の空調整備は

P15

新井佐智子 議員
１  医療の現状について村の考えは
２  医療的ケア児への支援は
３  村の歴史の記録は
４  財政推計の公表は

P16

栁岡　利精 議員
１  村の自主財源の増額は
２  ＧＩＧＡスクール端末更新状況は

P17

須田　仁美 議員
１  幼児教育と保育施設の計画は
２  職員の仕事量の可視化と環境整備は
３  入札制度の透明性確保と職員保護は
４  しんタク実証試験の行方は

P18

生方　勇二 議員
１  新学校給食センターと新しい公民館の現状は
２  ふれあい館の利用状況と温泉設備の現状は
３  電子入札の導入は
４  健全な財政運営の取り組みは

P13

上記のＱＲコードを読み取ると
「一般質問通告一覧表」 のペー
ジが開きます

誌面の都合により、質問の内容を要約してあります。
詳細は、榛東村議会のホームページに掲載します。 榛東村議会

クリック

村政を問う
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ふ
れ
あ
い
館
の
利
用
状
況
と

�

温
泉
設
備
の
現
状
は

電
子
入
札
の
導
入
は

健
全
な
財
政
運
営
の
取
り
組
み
は

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と

�

新
し
い
公
民
館
の
現
状
は

燃
料
費
や
物
価

高
騰
に
よ
り
、

や
む
な
く
４
月
か
ら
二

十
数
年
ぶ
り
に
利
用
料

電
子
入
札
に
つ

い
て
は
、
近
年

町
村
に
お
い
て
も
採
用

し
て
い
る
自
治
体
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
村
で
は

ま
だ
採
用
し
て
い
な
い

理
由
は
何
で
す
か
。

総
務
企
画
課
長

昨
年
９
月
に
業

者
向
け
説
明
会
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
業

務
負
担
軽
減
の
た
め
、

地
元
業
者
へ
の
影
響
を

考
慮
し
な
が
ら
、
電
子

入
札
の
導
入
に
つ
い
て

試
験
運
用
を
開
始
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

南
村
政
に
な
っ

て
か
ら
健
全
な

財
政
運
営
を
す
る
た
め

に
、
財
政
調
整
基
金
の

減
少
を
抑
え
る
努
力
を

し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
の
状
況
は
ど

う
で
す
か
。

総
務
企
画
課
長

令
和
６
年
度
の

財
政
調
整
基
金
の
年
度

末
残
高
は
、
22
億
９
４

１
８
万
７
千
円
で
、
令

和
５
年
度
よ
り
１
億
１

４
８
２
万
１
千
円
増
え

ま
し
た
。
歳
出
の
見
直

し
を
行
っ
た
ほ
か
、
職

員
の
意
識
改
革
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
一
定
の

効
果
を
上
げ
た
も
の
と

推
察
い
た
し
ま
す
。

金
の
改
定
を
行
っ
た
、

ふ
れ
あ
い
館
の
現
在
の

利
用
数
や
、
村
内
外
の

利
用
者
数
の
割
合
、
利

用
額
の
状
況
は
ど
う
で

す
か
。

住
民
生
活
課
長

今
年
度
７
月
末

ま
で
の
利
用
者
数
は
２

万
３
９
９
２
人
で
、
前

年
度
よ
り
７
６
１
５
人

減
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
優
待
方
法
の
見
直

し
を
し
た
こ
と
も
あ

り
、
料
金
収
入
は
増
え

て
い
ま
す
。

温
泉
設
備
の
耐

久
性
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
特
に

心
配
は
な
い
で
す
か
。

住
民
生
活
課
長

温
泉
設
備
、
建

物
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
定

期
点
検
で
は
、
温
泉
ポ

ン
プ
が
交
換
時
期
と
報

告
さ
れ
て
お
り
、
揚
湯

量
が
減
少
し
て
ポ
ン
プ

の
交
換
を
迫
ら
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

一
般
質
問

生
うぶ

方
かた

　勇
ゆう

二
じ

議 員

新しい公民館の開館はいつ頃
本年12月頃の予定

問問

問問

問問問問

新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
と
新
し

い
公
民
館
の
現
在
の
状

況
は
、
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。学

校
教
育
課
長

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
３
月
に
建
物

の
引
き
渡
し
を
受
け
、

２
学
期
始
業
式
か
ら
新

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

作
っ
た
給
食
の
提
供
が

始
ま
り
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
長

新
し
い
公
民
館

は
、
３
月
に
建
物
の
引

き
渡
し
を
受
け
、
現
在

進
行
中
の
外
構
工
事

は
、
お
お
む
ね
工
程
表

の
と
お
り
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。

問問答答

答答

答答

答答

答答

答答

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
新
し
い
公
民
館

ふ
れ
あ
い
館

電
子
入
札

健
全
な
財
政
運
営

開館が待たれる新しい公民館
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自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
内
訳
は

防
災
中
枢
機
能
施
設
の
運
営
は

村
有
施
設
終
了
後
の
予
定
は

防
災
中
枢
機
能

施
設
の
運
営
で

新
た
な
情
報
は
あ
り
ま

す
か
。

生
涯
学
習
課
長

Ｐ
Ｒ
を
図
り
、

新
し
い
公
民
館
の
名
称

を
興
味
や
関
心
、
親
し

み
や
愛
着
を
も
て
る
よ

う
に
、
小
中
学
生
に

よ
っ
て
投
票
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

終
了
し
た
施
設

の
今
後
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

旧
南
幼
稚
園

は
３
月
31
日
に
閉
園
し
、

旧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
７
月
31
日
を
も
っ
て
閉

所
し
ま
し
た
。
旧
南
幼

稚
園
は
民
間
事
業
者
に

貸
し
出
し
中
で
す
。
旧

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
も

民
間
事
業
者
へ
の
貸
し

出
し
を
含
め
て
検
討
中

で
す
。

生
涯
学
習
課
長

中
央
公
民
館

は
、
経
年
劣
化
が
著
し

く
解
体
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

児
童
館
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長

12
月
に
防
災
中

枢
機
能
施
設
の
新
し
い

公
民
館
に
機
能
移
転
す

る
予
定
で
、
そ
の
後
の

利
用
に
つ
い
て
は
未
定

で
す
。

今
後
の
公
共
施

設
の
配
置
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

既
存
の
施
設
を

ま
ず
は
維
持
管
理
し
、

将
来
へ
の
財
政
負
担
を

考
え
、
総
合
的
な
判
断

が
必
要
で
す
。

一
般
質
問

自主財源の確保につながるふるさと納税

自主財源の増額は
健全な財政運営を

宮
みや

崎
ざき

　法
のり

文
ふみ

議 員

問問

問問

問問 問問

答答

答答答答

答答

自
主
財
源
と
依
存
財
源

防
災
中
枢
機
能
施
設

村
有
施
設

政
は
厳
し
く
な
る
と
想

定
さ
れ
ま
す
。
地
方
財

政
が
順
調
に
運
営
で
き

る
よ
う
、
各
団
体
で
国

に
対
し
地
方
の
声
を
毎

年
要
請
し
て
い
ま
す
。

村
の

自
主
財

源
と

依
存
財

源
の
違
い
は
何
で
す
か
。

総
務
企
画
課
長

自
主
財
源
は
村

が
自
主
的
に
得
る
財
源

で
あ
り
、
地
方
税
は
代

表
的
な
収
入
で
す
。
依

存
財
源
は
、
国
や
県
か

ら
定
め
ら
れ
た
額
が
交

付
さ
れ
る
収
入
で
、
代

表
的
な
も
の
は
地
方
交

付
税
で
す
。

令
和
６
年
度
の

自
主
財
源
は
27

億
８
０
０
０
万
円
で
す

が
、
ど
の
よ
う
に
増
や

し
て
い
き
ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

村
で
も
、
財
政

面
の
節
減
、将
来
世
代・

村
民
負
担
を
考
慮
し
、

健
全
な
財
政
運
営
に
よ

り
自
主
財
源
を
確
保
し

て
い
き
ま
す
。

参
院
選
後
の
各

党
の
公
約
を
踏

ま
え
、
村
へ
の
税
収
に

影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

村
長

国
や
県
か
ら
い

た
だ
い
て
い
る
お
金
が

減
る
と
、
村
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
あ

り
、
財
政
措
置
が
示
さ

れ
な
け
れ
ば
、
村
の
財

問問

問問

問問 答答

答答答答

答答

　
自
主
財
源
と
は
…
地
方
団
体
が
自
主
的
に
収
入
し
得
る

財
源
を
言
い
ま
す
。
地
方
税
、
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
、

使
用
料
、
手
数
料
、
財
産
収
入
、
寄
付
金
、
繰
入
金
、

繰
越
金
、
諸
収
入
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

　
依
存
財
源
と
は
…
国
・
県
の
意
志
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

額
を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
収
入

で
す
。
依
存
財
源
の
主
な
も
の
に
国
庫
県
支
出
金
、
地

方
交
付
税
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
地
方
譲
与
税
、
地

方
債
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
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上
野
幹
線
道
路
整
備
に
係
る

�

予
算
確
保
は

猛
暑
に
対
応
し
た

�

教
育
施
設
の
空
調
整
備
は

災
害
対
策
は

原
駐
屯
地
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
も
有
益
で
あ
り
、

経
験
や
専
門
的
防
災
知

識
を
持
つ
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ

を
危
機
管
理
官
と
し
て

配
置
す
る
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。総

務
企
画
課
長

地
域
防
災
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を

有
す
る
方
の
活
用
を
自

衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本

部
へ
相
談
す
る
な
ど
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。

人
件
費
の
一
部
が
特
別

交
付
税
の
交
付
対
象
に

も
な
り
ま
す
。
防
災
管

理
強
化
の
た
め
に
も
職

員
の
養
成
お
よ
び
配
置

は
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

将
来
的
に
、
猛

暑
日
の
頻
度
が

増
え
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
空
調
設
備
の

大
き
な
交
換
や
修
繕
を

す
る
場
合
の
財
源
は
教

育
施
設
整
備
基
金
を
充

て
る
の
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長

学
校
施
設
に
お

け
る
空
調
設
備
の
適
切

な
維
持
管
理
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
更
新
や
入
れ
替
え

を
計
画
的
に
進
め
て
い

く
際
、
地
方
債
や
国
・

県
の
補
助
制
度
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
、
財
政

健
全
性
と
の
両
立
を
図

り
な
が
ら
計
画
的
に
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
防
災
共

同
訓
練
の
計
画

は
あ
り
ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

防
災
訓
練
と
し

て
個
別
避
難
計
画
に
基

づ
く
避
難
行
動
要
支
援

者
の
避
難
パ
タ
ー
ン
を

想
定
し
た
訓
練
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
防
災
機
能

施
設
は
炊
き
出
し
訓
練

や
職
員
に
よ
る
避
難
所

開
設
訓
練
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
設
置
訓
練
を

し
た
の
ち
に
、
村
民
や

関
係
機
関
と
防
災
中
枢

機
能
施
設
を
使
っ
て
合

同
訓
練
の
実
施
を
考
え

て
い
ま
す
。

村
に
は
司
令
部

を
有
す
る
相
馬

セ
ス
道
整
備
も
防
衛
省

の
補
助
金
を
使
っ
て
現

在
も
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

一
般
質
問

波
は

多
た

野
の

佐
さ

和
わ

子
こ

議 員

交付金増額の可能性は
毎年要望活動は行っている

特
定
防
衛
施

設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
の
使
途
と
、

配
分
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。建

設
課
長

令
和
７
年
度
予

算
で
は
、
歳
入
は
８
５

０
０
万
円
を
計
上
し
、

内
訳
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

供
用
施
設
改
修
事
業
分

１
０
０
０
万
円
、
道
路

改
良
舗
装
工
事
分
６
１

０
０
万
円
、
基
金
積
み

立
て
分
１
４
０
０
万
円

と
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

配
分
し
て
い
ま
す
。

上
野
幹
線
の
道

路
整
備
は
、
昭

和
49
年
度
に
防
衛
庁
補

助
事
業
と
し
て
舗
装
工

事
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
調
整
交
付

金
の
増
額
の
可
能
性
は

あ
り
ま
す
か
。

建
設
課
長

村
長
以
下
、
関

係
自
治
体
の
首
長
が
参

加
さ
れ
、
群
馬
県
防
衛

施
設
周
辺
整
備
促
進
協

議
会
を
通
し
、
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

村
長　
高
渋
バ

イ
パ
ス
の
ア
ク

問問答答

答答答答

答答

常に万全な道路整備を （上野幹線）

問問

問問

問問

問問

答答

答答

上
野
幹
線
道
路
整
備

災
害
対
策

教
育
施
設
の
空
調
整
備

特定防衛施設周辺整備調整交付金とは特定防衛施設周辺整備調整交付金とは…防衛施設の設置や運用により、生活環境や地域開発に影響
を受けている市町村に対し、住民の生活安定と福祉向上を図る目的で交付される財源です。
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村
の
歴
史
の
記
録
は

医
療
の
現
状
に
つ
い
て
村
の
考
え
は

財
政
推
計
の
公
表
は

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
は

医
療
的
ケ
ア

が
必
要
な
お
子

さ
ん
や
ご
家
族
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
あ
り
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長

村
で
は
、
医
療

的
ケ
ア
児
通
所
施
設
等

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
お
よ
び
要
医
療
重
症

心
身
障
害
児
等
訪
問
看

護
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

一
般
質
問

村の医療体制の現状は
近隣市町と連携して対応

新
あら

井
い

佐
さ

智
ち

子
こ

議 員

村
の
昭
和
62
年

ま
で
の
歴
史
が

収
録
さ
れ
た

「榛
東
村

誌
」
の
続
編
を
、
編
さ

ん
す
る
予
定
は
あ
り
ま

す
か
。

生
涯
学
習
課
長

大
変
貴
重
な
資

料
で
あ
る
と
感
じ
て
お

り
、
折
に
触
れ
て
活
用

し
て
い
ま
す
が
、
現
状

で
は
続
編
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
昭
和
32

年
分
か
ら
、
当
時
の

出
来
事
や
歴
史
の
変
遷

を
知
る
こ
と
が
で
き
る

「榛
東
村
広
報
縮
刷
版
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
未
掲
載
の
平
成
元

年
以
降
分
の
掲
載
予
定

は
あ
り
ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

村
の
広
報
誌
の

足
跡
を
残
し
、
村
の
歴

史
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
今
後
、
保

管
し
て
い
る
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
の
電
子
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

村
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
医
師

の
数
は
、
他
市
町
村
と

比
較
し
て
少
な
い
状
況

で
す
。
渋
川
市
の
県
立

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
も

移
転
予
定
で
、
北
毛
地

区
の
小
児
・
周
産
期
医

療
機
関
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
状
況
で
す
。
村

の
医
療
の
現
状
に
つ
い

て
、
村
は
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長

医
療
機
関
の
少

な
い
市
町
村
で
は
医
師

数
も
少
な
く
、
村
内
で

住
民
が
診
療
を
受
け
ら

れ
る
医
療
機
関
は
２
カ

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
医
師
確
保
計

画
お
よ
び
外
来
医
療
計

画
を
含
め
、
保
健
医
療

の
あ
り
方
を
検
討
し
、

主
に

二
次
保
健
医
療

圏
ご
と
に
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。
村
は
渋
川

保
健
医
療
圏
に
属
し
て

お
り
、
渋
川
地
区
医
師

会
や
渋
川
市
、
吉
岡
町

と
連
携
し
、
保
健
医
療

体
制
の
整
備
、
予
防
接

種
や
各
種
健
診
等
の
事

業
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

財
政
推
計
を
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
す
る
予
定
は
あ

り
ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

３
年
程
度
の
中

期
財
政
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。
根
拠
が

明
確
な
過
去
の
決
算

デ
ー
タ
や
、
各
課
の
次

年
度
概
算
要
求
額
を
基

に
算
定
し
、
数
値
の
検

証
を
行
っ
た
後
に
公
表

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

問問答答

渋川市の群馬県立小児医療センター
（前橋市へ移転予定）

問問問問

問問

答答

答答

答答 医
療
の
現
状

医
療
的
ケ
ア
児

歴
史
の
記
録

財
政
推
計
の
公
表

問問答答　
二
次
保
健
医
療
圏
と
は
…
医
療
提
供
体
制
を
効
率
的
に

整
備
す
る
た
め
の
区
域
で
す
。
通
常
、
複
数
の
市
町
村

で
構
成
さ
れ
、
開
業
医
で
は
対
応
が
難
し
い
入
院
治
療

や
専
門
的
な
医
療
を
担
い
ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
と
は
…
自
宅
で
家
族
等
が
日
常
的
に
行

う
、
た
ん
の
吸
引
や
経
管
栄
養
な
ど
の
医
療
的
な
生
活

援
助
行
為
の
こ
と
で
す
。
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しんとうむら

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
更
新
状
況
は

村
の
自
主
財
源
の
増
額
は

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整

備
調
整
交
付
金
事
業
を

活
用
す
る
予
定
で
す
。

創
造
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

の
事
業
の
多
く
が
委
託

料
で
あ
る
た
め
適
さ
な

い
と
判
断
し
て
い
ま

す
。
他
市
町
村
の
事
例

を
引
き
続
き
調
査
・
研

究
を
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

「
令
和
６
年
度
、

１
億
９
４
３
５
万
６
８

８
１
円
」
の
具
体
的
な

使
い
道
は
何
で
す
か
。

総
務
企
画
課
長

村
の
一
般
財
源

と
し
て
幅
広
い
事
業
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
な
使
い
道
と
し

て
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
整
備

事
業
費
補
助
金
や
新
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
関

す
る
事
業
、
そ
の
他
目

的
達
成
の
た
め
の
事
業

に
も
充
て
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
の
更
新
状
況

自
主
財
源

小

中

学

校

で

は
、
２
学
期
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
新
は

予
定
ど
お
り
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長

初
期
設
定
を
含

め
た
全
て
の
作
業
を
終

了
し
、
各
学
校
に
納
品

済
み
で
す
。
若
干
の
遅

れ
は
あ
り
ま
す
が
、
お

お
む
ね
予
定
ど
お
り
進

ん
で
い
ま
す
。

先
生
方
が
困
っ

た
時
や
、
ハ
ー

ド
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の

支
援
体
制
は
整
っ
て
い

ま
す
か
。学

校
教
育
課
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

等
を
配
置
し
て
い
る
の

で
、
今
後
の
運
用
上
の

ト
ラ
ブ
ル
等
の
ケ
ア
や

サ
ポ
ー
ト
は
で
き
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

自
立
し
た
持
続

可
能
な
村
と
し

て
安
定
的
に
運
営
を
す

る
た
め
、

自
主
財

源
の
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
群
馬
県

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

「
市

町
村
民
経
済
計
算
結

果
」
で
は
、
村
は

「
住

民
所
得
の
割
合
が
県
内

で
最
も
多
く
、
企
業
所

得
が
最
も
低
い
」
状
況

か
ら
村
内
の
企
業
収
益

の
基
盤
は
弱
く
、
村
と

し
て
既
存
企
業
へ
の
投

資
支
援
お
よ
び
新
規
起

業
の
促
進
強
化
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

産
業
振
興
課
長

既
存
企
業
支
援

の
村
単
独
は
な
く
、
県

と
連
携
し
て
ぐ
ん
ま
技

術
革
新
チ
ャ
レ
ン
ジ
補

助
金
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
新
規
起
業
は
、

平
成
28
年
に
創
業
支
援

等
事
業
計
画
を
策
定
し

さ
ま
ざ
ま
な
創
業
者
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

村
の
産
業
を
後

押
し
す
る
小
口

融
資
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
信
用
保
証
協
会
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
現

在
の
利
用
企
業
数
は
ゼ

栁
やな

岡
おか

　利
とし

精
あき

議 員

村の自主財源の取り組みは
県と連携し制度活用・調査研究

ロ
件
で
す
。
近
隣
市
町

村
で
は
多
く
の
融
資
実

績
が
あ
り
ま
す
が
、
村

と
し
て
今
後
の
取
り
組

み
は
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
。

産
業
振
興
課
長

小
口
融
資
制
度

は
、
令
和
元
年
度
の
申

請
を
最
後
に
新
規
申
請

は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
因

は
コ
ロ
ナ
禍
の
ゼ
ロ
ゼ

ロ
融
資
制
度
等
の
利
用

で
す
。
今
後
は
、
近
隣

自
治
体
の
制
度
内
容
を

調
査
・
研
究
し
、
本
制

度
の
在
り
方
に
つ
い
て

し
っ
か
り
検
討
し
て
い

き
ま
す
。村

外
利
用
者

が
多
い
創
造
の

森
な
ど
の
施
設
維
持
管

理
・
改
修
に
つ
い
て
は
、

利
用
料
だ
け
で
は
賄
い

き
れ
ま
せ
ん
。
財
源
と

し
て
村
外
の
利
用
者
も

寄
付
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活

用
は
い
か
が
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長

小
規
模
な
改
修

補
修
等
は
一
般
財
源
を

使
用
し
、
大
規
模
な
遊

具
改
修
等
は
防
衛
省
の

答答

答答 答答

答答

答答

創造の森キャンプ場

問問

問問

問問

問問

問問

問問 答答

自主財源とは…村の財源には、「自主財源」と「依存財源」があり、 自主財源は、村が自ら集めるお金（住民税
や施設の使用料、寄付など）です。 一方、依存財源は、国や県からもらうお金（地方交付税や補助金など）です。 
自主財源の割合が高いほど、村が自分の判断で使えるお金が増え、財政の自由度や安定性が高まります。
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職
員
の
仕
事
量
の

�

可
視
化
と
環
境
整
備
は

入
札
制
度
の
透
明
性
確
保
と

�

職
員
保
護
は

し
ん
タ
ク
実
証
試
験
の
行
方
は

幼
児
教
育
と
保
育
施
設
の
計
画
は

事
前
公
表
の
ほ

う
が
村
の
職
員

を
守
る
す
べ
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
予
定
価

格
を
事
前
公
表
す
る
と

品
質
に
問
題
が
出
る
の

は
な
ぜ
で
す
か
。

総
務
企
画
課
長

情
報
の
不
正
入

手
の
防
止
や
入
札
の
不

調
の
減
少
を
見
込
め
る

と
い
っ
た
反
面
、
競
争

性
低
下
や
積
算
力
不
足

に
よ
る
品
質
低
下
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

副
村
長

予
定
価
格
が
分

か
る
と
、
最
低
価
格
も

大
体
分
か
っ
て
し
ま

い
、
最
低
価
格
の
入
札

が
集
中
し
抽
せ
ん
に
偏

る
弊
害
が
あ
り
ま
す
。

不
正
防
止
の
効
果
は
理

解
し
て
お
り
、
検
討
は

続
け
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
導
入
で
負

担
軽
減
が
進
ん

だ
業
務
は
何
で
す
か
。

総
務
企
画
課
長

電
子
申
請
、
創

造
の
森
の
予
約
や
決
済
、

図
書
貸
出
シ
ス
テ
ム
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
な

ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で

負
担
軽
減
と
利
便
性
向

上
を
実
現
し
ま
し
た
。

業
務
量
の
見
え

る
化
な
ど
把
握

や
偏
り
を
防
ぐ
仕
組
み

は
あ
り
ま
す
か
。

総
務
企
画
課
長

業
務
量
の
見
え

る
化
は
未
実
施
で
す

が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
残

業
実
績
、
類
似
団
体
と

の
比
較
で
、
過
重
負
担

や
偏
り
を
防
い
で
い
ま

す
。業
務
量
の
把
握
は
、

業
務
量
を
調
査
・
分
析

す
る
こ
と
に
よ
り
、
業

務
の
偏
り
の
解
消
な

ど
、
業
務
の
見
直
し
に

有
効
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
本
年
４
月
の
組
織

改
革
に
よ
り
、
配
置
や

事
務
分
掌
の
整
理
を
進

め
、
業
務
量
を
把
握
す

る
た
め
の
土
台
は
整
い

ま
し
た
。
的
確
な
業
務

量
の
見
え
る
化
は
、
他

自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
、
村
に
適
し
た
調
査

法
の
研
究
を
進
め
た
い

と
考
え
ま
す
。

し
ん
タ
ク
実
証

試
験
の
第
２
弾

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

移
動
支
援
の
方
向
性
を

定
め
る
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
は
い
つ
で

す
か
。

総
務
企
画
課
長

村
民
の
移
動
自

由
の
確
保
は
、
今
後
の

重
点
事
項
で
す
。
地
域

公
共
交
通
計
画
は
、
ま

ち
づ
く
り
や
福
祉
・
教

育
・
観
光
な
ど
多
分
野

と
連
携
し
、
共
通
認
識

を
持
っ
て
協
働
を
促
す

交
通
の
指
針
で
す
。
今

年
度
予
算
未
計
上
で
時

期
は
未
定
で
す
が
、
実

証
試
験
の
結
果
を
踏
ま

え
、
検
討
委
員
会
で
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

問問

問問

問問問問

18

一
般
質
問

幼稚園の今後は
現状維持しつつあり方検討

須
す

田
だ

　仁
ひと

美
み

議 員

園
の
利
用
率
は

ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。学

校
教
育
課
長

幼
稚
園
は
40
人

で
47
％
で
す
。

住
民
生
活
課
長

北
部
１
１
１
％
、

中
央
１
１
０
％
、
南
部

１
０
６
％
、
ひ
こ
ば
え

69
％
で
す
。

幼
稚
園
の
今
後

の
方
針
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

園
児
が
減
少

し
、一
園
化
し
ま
し
た
。

人
口
推
計
や
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
施
設
維
持
を

し
つ
つ
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

しんとう幼稚園

問問

問問答答

答答

答答

答答

答答

答答

答答

答答

環
境
整
備

入
札
制
度

し
ん
タ
ク
実
証
試
験

幼
児
教
育
と
保
育
施
設
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村
の
行
政
力
の
向
上
は

自
治
能
力
の
向
上
は

一
般
質
問

行
政
力
の
向
上

自
治
能
力
の
向
上

れ
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

合
同
チ
ー
ム
で

部
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
承
知

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
榛
東
中
学
校
の
部
活

動
と
の
位
置
付
け
で
、

中
学
校
の
学
習
指
導
要

領
に
位
置
付
け
ら
れ
た

教
育
活
動
で
す
。
部
活

動
と
し
て
の
活
動
で
あ

れ
ば
、
単
独
チ
ー
ム
で

あ
っ
て
も
合
同
チ
ー
ム

で
あ
っ
て
も
、
生
徒
の
成

長
の
状
況
を
総
合
的
に

捉
え
る
た
め
に
、
通
知

表
等
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

昨
年
、
13
人
新

規
の
職
員
を
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

職
員
の
配
置
先
と
事
務

分
掌
の
内
容
は
ど
う
で

す
か
。

総
務
企
画
課
長

総
務
課
１
人

（
担
当
は
広
報
、
自
治

会
お
よ
び
連
合
会
に
関

す
る
こ
と
）、
税
務
課

１
人
（
担
当
は
個
人
の

村
・
県
民
税
の
申
告
な

ど
）、
住
民
生
活
課
２

人
（
担
当
は
児
童
手
当

な
ど
、
ふ
れ
あ
い
館
、

民
生
委
員
に
関
す
る
こ

と
な
ど
）、
健
康
保
険

課
２
人
（
担
当
は
高
齢

者
福
祉
、
敬
老
会
、
身

体
障
害
者
手
帳
な
ど
）、

健
康
保
険
課
の
保
健
相

談
セ
ン
タ
ー
２
人
（
担

当
は
健
康
増
進
事
業
、

母
子
保
健
事
業
）、
産

業
振
興
課
２
人
（
担
当

は
林
業
の
振
興
、狩
猟
、

ふ
る
さ
と
納
税
、
榛
東

村
太
陽
光
発
電
事
業
特

別
会
計
な
ど
）、
上
下

水
道
課
１
人
（
担
当
は

水
道
料
金
に
関
す
る
こ

と
）、会
計
課
１
人
（
担

当
は
現
金
の
出
納
お
よ

び
保
管
、
例
月
現
金
出

納
検
査
に
関
す
る
こ

と
）、
生
涯
学
習
課
１

人
（
担
当
は
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
関
す
る
こ
と
な

ど
）
で
す
。

自
治
会
長
、
農

業
委
員
会
、
民

生
委
員
、
学
校
医
な
ど

の
方
々
の
選
挙
運
動
は

公
職
選
挙
法
で
ど
の
よ

う
に
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

総
務
企
画
課
長

農
業
委
員
会
、

民
生
委
員
お
よ
び
学
校

医
は
、
地
方
公
務
員
法

で
特
別
職
の
非
常
勤
職

員
に
当
た
り
、
公
職
選

挙
法
に
よ
り
、
そ
の
地

位
を
利
用
し
た
選
挙
運

動
を
行
う
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
治

会
長
は
、
令
和
２
年
か

ら
、
特
別
職
の
非
常
勤

職
員
で
は
な
く
な
り
、

公
職
選
挙
法
に
よ
る
規

制
を
受
け
ま
せ
ん
。

中
学
校
の
プ
ー

ル
を
夏
場
使
わ

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
村

民
プ
ー
ル
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
涯
学
習
課
長

学
校
プ
ー
ル
の

一
般
開
放
は
、
村
民

プ
ー
ル
を
廃
止
し
た
平

成
27
年
当
時
、
検
討
委

員
会
で
協
議
を
行
っ
た

結
果
、
学
校
プ
ー
ル
の

代
替
は
行
わ
な
い
と
の

中
なか

島
じま

由
ゆ

美
み

子
こ

議 員

自治能力の向上は
住民の利用優先の整備

こ
の
夏
休
み
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の

持
ち
帰
り
状
況
は
ど
う

で
し
た
か
。

学
校
教
育
課
長

北
小
学
校
、
南

小
学
校
で
は
夏
休
み
も

含
め
、
通
年
で
３
年
生

以
上
が
持
ち
帰
り
を
し

て
い
ま
す
。
中
学
校
で

は
、
通
年
で
希
望
す
る

生
徒
に
は
持
ち
帰
り
を

許
可
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
の
地
域

移
行
が
始
ま
っ

て
、
サ
ッ
カ
ー
部
と
野

球
部
の
活
動
は
、
既
に

吉
岡
中
学
校
と
一
緒
に

な
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
部
員
の
通

知
表
・
調
査
書
な
ど
に

は
ど
の
よ
う
に
表
記
さ

結
論
で
あ
り
、
村
民

プ
ー
ル
を
復
活
す
る
検

討
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

問問

問問

問問答答 答答

村民プールでの
再利用期待の中学校プール

問問

問問

答答

答答

答答
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

中
学
校
の
施
設
整
備
は

地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
、
な
ぜ

し
ん
と
う
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
醸
造
に
特
化
し
て
募

集
し
た
の
か
選
定
理
由

と
過
程
は
何
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長

受
け
入
れ
を
し

た
協
力
隊
に
、
ワ
イ
ン

の
製
造
工
程
を
身
に
つ

け
る
こ
と
に
加
え
、
販

路
を
拡
大
す
る
と
い
う

任
務
を
課
し
た
理
由

は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
後
継

者
の
育
成
お
よ
び
村
の

ワ
イ
ン
の
さ
ら
な
る
発

展
を
期
待
し
て
の
こ
と

で
す
。

村
の
費
用
対
効

果
に
関
し
て
は

ど
う
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長

本
事
業
は
、
今

年
の
７
月
か
ら
始
ま

り
、
村
で
は
初
め
て
の

試
み
で
す
。
目
的
が
地

域
お
こ
し
と
い
う
抽
象

的
要
素
が
多
い
こ
と
か

ら
、
費
用
対
効
果
を
正

確
に
判
断
す
る
こ
と
は

困
難
な
状
況
で
す
。
今

後
、
よ
り
詳
細
な
デ
ー

タ
や
実
績
の
蓄
積
を
通

じ
て
、
本
事
業
を
軌
道

に
乗
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
日
々

い
」
と
い
う
要
望
が
あ

る
の
で
、
検
討
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

学
校
教
育
課
長

保
護
者
の
方
か

ら
の
声
と
い
う
こ
と
で

今
、
承
り
ま
し
た
。
学

校
と
十
分
に
相
談
を
し

な
が
ら
、
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

中

学

校
下

グ

ラ
ウ
ン
ド
の
ト

ラ
ッ
ク
コ
ー
ス
の
除
草

の
予
定
は
ど
う
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長

グ
ラ
ウ
ン
ド
は

現
在
、
野
球
部
の
活
動

等
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
主
に
授
業
で

の
利
用
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
10
月

に
予
定
し
て
い
る
体
育

大
会
に
向
け
て
、
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
、
適

宜
適
切
に
除
草
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の

ト
ラ
ッ
ク
コ
ー

ス
の
除
草
の
予
定
で
、

例
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
件
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護

者
と
の
相
談
は
し
て
い

ま
す
か
。学

校
教
育
課
長

昨
今
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
は
縮
小
傾
向
で

す
。
現
在
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
よ
る
除
草
な
ど
の

活
動
は
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
内
の
土

手
の
除
草
計
画
は
あ
り

ま
す
か
。学

校
教
育
課
長

土
手
に
つ
い
て

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
同

様
、
職
員
な
ど
に
よ
り

除
草
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問問

問問

一
般
質
問

地域おこし協力隊の効果は
本事業を軌道に乗せる

浅
あさ

見
み

　隆
たかし

議 員

校
舎
の
修
理
、

維
持
管
理
対
策

は
十
分
か
と
い
う
観
点

か
ら
駐
輪
場
の
風
よ
け

の
柵
の
設
置
予
定
は
あ

り
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

風
よ
け
の
柵
の

設
置
に
つ
い
て
、
現
時

点
で
は
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

保
護
者
の
意
見

で

「
冬
の
寒
風

の
中
で
下
校
時
、
部
活

動
を
や
っ
た
後
、
帰
る

と
き
に
自
転
車
が
全
部

将
棋
倒
し
に
な
っ
て
い

る
。
何
と
か
し
て
ほ
し

精
力
的
に
研
究
・
勉
強

し
、
自
分
の
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
の
で
、
事
業
効
果

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
温
か
く
見
守
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

地域おこし協力隊 （ワイナリー検査室）

問問

問問

問問

問問 問問

答答

答答

答答

答答

答答

答答

答答

中
学
校
の
施
設
整
備

地
域
お
こ
し
協
力
隊
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質　　問

令和５年３月定例会

そ　の　後

令和５年10月より購入価格の
２分の１（２万円を限度とする）
を村が補助しています。
※購入後90日以内に申請

質　　問

令和５年９月定例会

そ　の　後

「榛東村公式ＬＩＮＥアカウント」が開
設され、住民がＬＩＮＥで村内の道路等
の異常を通報できるようになりました。

道路の損傷等を住民が通報す
る、ＬＩＮＥを活用したシステム
を導入する考えはありますか。

今後、村でＬＩＮＥ公式アカウントの
機能を新設し、道路の危険箇所等の
把握について、発見者からの情報提
供システムを含めた幅広い村民サー
ビスのデジタル化を計画しています。

電動生ごみ処理機購入費の補
助の考えはありますか。

周辺自治体の状況や費用対効
果等について調査研究をして
いきます。

一般質問のその後を追跡！

一方通行でなく、村民参加の文面を載せては。
　　➡議会だよりがもっと身近なものになる

「一般質問のその後」というテーマがとても良い。
　　➡質問をやりっぱなしにしないことが大切（Ｐ21上段）

しんとうむら議会だより110号・111号を読んで

モニターの意見

継続

継続
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広報委員会委員研修編

インタビューライター　丘村奈央子氏

全国町村議会議長会広報研修会　場所：LINE CUBE SHIBUYA（渋谷公会堂）
８/28

「インタビュー記事を足して　読まれる広報紙にしよう」「インタビュー記事を足して　読まれる広報紙にしよう」

　人物の撮影に際し、背景にあるその人らしさや雰囲気をとらえることができる
か、以下のルールに従って学びました。

ルール　①顔が明るく撮れる場所で撮る　②人の撮り方の構図を理解する
　③相手との距離と高さを考える　④背後にスペースを設ける
　⑤目線の高さを保ちつつ、会話ができる状態を作る

　以上、みなさんも実行してみてください。　　　　　　　　　　　（浅見　隆）

「スマートフォンを活用した撮影技術・動画作成の基本」「スマートフォンを活用した撮影技術・動画作成の基本」
映像講師・映像クリエイター・(公社 )日本広報協会 広報アドバイザー　渡川　修一氏

おりかわ しゅういち

「議会活性化と連動した広報紙づくり
　 　～住民の政治参加を促すツールに～」

福岡県大刀洗町議会 議会広報委員会委員長　平山　賢治氏
けん じひらやま

議会活性化に２０年。広報の充実は議会活性化の一部門であるということを学びました。

①委員会・全員協議会など会議の完全公開　　　　　②定例会ごとの議会モニターとの意見交換
③毎月定例全員協議会、全議案について自由討議　　④正しく要約し、数字は表やグラフに
⑤写真や資料でバランス、本文は余ったスペースに　⑥表紙と連動企画や比較などの動きある情報を

　目から鱗の内容でした。議会活性化の取り組みが広報の工夫と一体と
なっていて、私がやりたいことがぎゅっと凝縮された議会だと感じました。
議会報告を一方通行で終わらせず、村民のみなさんと双方向に交流できる
議会をこれから目指していきたいと思います。　　　　　　（須田　仁美）

おかむら な お こ

　議会広報にインタビュー記事を取り入れていくことで、地の文
だけよりも躍動感が出て、記事の魅力を高められることを学びま
した。制作手順は以下のとおりです。

①インタビュー記事にしたい題材を選ぶ
②取材目的を明確にする　　
③良いレイアウトと文字数を確認する
④目的に合致した質問を準備する　⑤当日取材する　⑥書く

　人が関わっている題材を選び、事前に質問を準備してからインタビューに臨み、良かった回答
から採用して記事にしていく、というインタビュー記事制作の要点をわかりやすく説明していた
だき、大変有意義な研修となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （新井佐智子）

研修レポート
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しんとうむら

一般社団法人日本経営協会　中本  正樹氏
なかもと きまさ

　読む人の心を変えるレイアウト作成や写真撮影のコツなど、住民が見るか
どうかを判断する重要なポイントを学び、以下にまとめました。 

①目を引く表紙デザイン／トップ記事のインパクト　②住民の声を編集に反映する工夫
③工夫を凝らした特集記事　　　　　　　　　　　　④具体的で的確な見出し
⑤フォント、色使い、視覚的効果のバランス　　　　⑥見開きページの活用法

　適宜、設けられた話し合いの時間を通じて、私たちが作成する広報誌に即した確認を行うことがで
き、大変有意義なものとなりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（波多野佐和子）

群馬県町村議会議長会広報研修会　場所：群馬県市町村会館
９/29

「心を変化させる広報誌づくり」「心を変化させる広報誌づくり」

ギ ンイ 素顔のギ ンイ 素顔の 休日の過ごし方
１２人に聞いてみた！

夫と息子がサッカー観戦が
好きで、県外の遠征に合わ
せて時々家族で旅行に出か
けます。ご当地の名物を味
わうのも楽しみです。

新井
　佐智子

いつもよりゆっくりめに起
きて、朝から夫と一緒に朝
ラーメンを食べに行きます。
それが唯一の楽しみです。

一倉靖子

愛犬と散歩しながら季節の
移ろいを感じ、ご近所さん
と自家米や野菜づくりの話
で盛り上がる。草刈りで汗
を流す、そんな休日です。

栁岡利精

未来には幸せな日常として
笑って思い出すのでしょう。
今は休日も全力で子育て中。
最近の息抜きは、子どもた
ちが寝静まった後に水槽の
熱帯魚を眺めること…。

須田仁美

草刈りを始めて１０年。技
術や知識が自然と身につ
き、無心で作業することが
ストレス解消になり、自分
と向き合う大切な時間と
なっています。

三俣　実

苦節４５年。今はプロ級の
腕前？休日に暇があれば、
剪定バサミを持ち出して庭
木を整えています。伸びて
いると、気になってしょう
がない性分です。

浅見　隆

村には水稲を中心に地域ご
との特産野菜があります。
四季折々農家さんの話しを
聞き、ご自慢の野菜の顔を
見ると疲れが飛びます。

中島
　由美子

長寿会等の地域活動参加や
趣味の愛好会参加、忘れた
頃にするゴルフ、そして、家族
の買い物等の手伝い。

生方勇二

好きな音楽を聴きながら、
季節の野菜で常備菜作りを
します。 また、手入れ後の
花を見ながらのコーヒータ
イムは至福のひと時です。

波多野
　佐和子

妻や孫と一緒に、県内外の
遊べて楽しめる施設へ出か
けています。また、田畑の
草刈り、趣味のゴルフへ
行っています。

善養寺孝

休みの日は、本を読んでい
ます。特に歴史小説が好き
で良く読みます。

清水健一

昭和歌謡が大好きでよく聞
いています。古賀メロディー・
青春歌謡〈温故知新〉楽曲で
時代時代の思いが甦ります。

宮崎法文
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榛東村議会　ホームページについて榛東村議会　ホームページについて
議会の会期日程や結果について、決定次第議会のホームページに掲載しています。
また、議会のしくみや議会用語などについても説明していますので、ぜひご覧ください。
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“議会とつながる”多くのみなさんの声でより良い議会に！
ご意見ご感想をお聞かせください。　E-mail：gikai@vill.shinto.gunma.jp
次回の定例会は、12月上旬予定です。傍聴をお待ちしています。

みなさん

No.111　Ｐ５

議案等の審議結果

（誤） 第１回定例会

（正） 第２回定例会

No.111 Ｐ24

「あの質問はどうなったん？」

写真の縁結び応援イベントは、

村単独の事業

No.110 Ｐ８

ふれあい館　指定管理者の指定

指定業者名

榛東村社会福祉協議会

次のとおり、 お詫びして訂正と追加説明いたします。

はじめた
『思い』は？

ＱＱ 自衛官時代に３人の息子の育児で訓練や災
害派遣に行けなかった経験から、「安心して
柔軟に子どもを預けられる場所を」という
思いで『えんと』をはじめました。

ＡＡ

いつ、預けら
れますか？

ＱＱ 24時間365日対応で、休日の急な仕事やお
泊まり保育もＯＫです。１時間の利用も月
極利用もできます。

ＡＡ

預けるとき
に必要な
ものは？

ＱＱ いつものミルクやおむつ、アレルギー対応
食はお持ちください。お着替え・布団・食
事などは施設で用意します。

ＡＡ

認可外保育施設とは…

　預かり時間や年齢を限定せず、家庭の事情に
合わせて利用できる保育施設です。児童福祉法
で定められた基準をすべて満たす認可保育園と
は異なり、オリジナリティーのある保育サービ
スが可能なうえ、保育園によってさまざまな取
り組みを発揮でき、子ども同士の交流や良質な
幼児教育などを望む世帯に活用されています。

代表　斉木学美さん
（保育士、ＥＱ絵本講師）

き まな みさい

０歳から
中学生まで

特別企画


